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お知らせ
募集や案内など、さまざまな
お知らせをお届けします。

子育て支援センター　
　　　　　　３２－０１９２

町役場各部署直通電話番号

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民環境課　３２－６７０３

福　祉　課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

健康づくり課(はあとぴあ内)　
　　　　　　３２－３１１１

町各施設電話番号

若狭国吉城歴史資料館　
　　　　　　３２－００５０

文化財室　　３２－００２７

給食センター３２－２１１１

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

エコクル美方　 ４５－２３００

な び あ す   ３２－１２１２

生涯学習課(なびあす内)
　　　　　　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

町立図書館(なびあす内)　
　　　　　　３２－００８３

○
よ
ち
よ
ち
お
は
な
し 

0･

1･

2

● 

日 

時　

1
月
9
日(

木)

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～
10
時
30
分

● 

対 

象　

0･

1･

2
歳
児

※
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

● 

内 

容　

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、　
　

　

手
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
等

● 

参
加
費　

無
料

1
月
の
町
立
図
書
館
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

● 

会 

場　

お
は
な
し
の
へ
や　

○
絵
本
を
楽
し
む
会

● 

日 

時　

1
月
16
日(

木)
　
　
　
　

 

午
前
10
時
30
分
～
正
午

● 

会 
場　

町
立
図
書
館　

● 

対 

象　

　

絵
本
の
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す

● 

内 

容　

 

　

テ
キ
ス
ト｢

絵
本
は
と
も
だ
ち｣

を
使

い
、
皆
さ
ん
と
絵
本
を
楽
し
み
ま
す

● 

参
加
費　

無
料

※
初
め
て
の
方
は
、
テ
キ
ス
ト
代
１
，

７
８
５
円
が
必
要
で
す

○
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

● 

対 

象　

3
歳
～
小
学
校
低
学
年

 

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す

● 

日
時　

1
月
18
日(

土)

　
　
　
　

午
後
3
時
～
3
時
30
分

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館　
　
　

☎
32
‐
０
０
８
３

● 

内
容　

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び 

● 

参
加
費　

無
料

○｢

ぐ
り
と
ぐ
ら｣

を
作
っ
て
み
よ
う
！

● 

日 

時　

　

1
月
26
日(

日)

・
2
月
2
日(

日)

   

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

● 

会 

場　

な
び
あ
す(

趣
味
の
部
屋)

● 

対 

象　

 

一
般

● 

内 

容　

 

　

軍
手
を
使
っ
て
、｢

ぐ
り
と
ぐ
ら｣

の

人
形
を
作
り
ま
す
。

● 
参
加
費　

５
０
０
円(

材
料
代)

● 

申
し
込
み　

　

1
月
17
日(

金)

ま
で
に
図

書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

1
月
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の　

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
育
児
講
座

● 

日 

時　

1
月
16
日(

木)

　

  　
　

  

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

● 

会 

場　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

講 

師   

塚
本 

由
美
子 

氏(

助
産
師)

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会

● 

内 

容　

　

オ
イ
ル
を
使
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の

素
肌
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
す
。

● 

対 

象　

　

町
内
の
2
个
月
か
ら
7
个
月

　

の
子
ど
も
と
保
護
者

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
０
１
９
２

● 

会 

場　

お
は
な
し
の
へ
や　

● 

定 

員　

20
人(
先
着
順)

● 

定 

員　

子
ど
も
13
人(

先
着
順)

● 

参
加
費　

２
０
０
円

● 

申
し
込
み　

12
月
24
日(

水)

～
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Mihama　Information

　

平
成
26
年
4
月
末
か
ら
、
国
民
年
金
保

険
料
の
口
座
振
替
で
、
割
引
額
の
大
き
い

2
年
前
納
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

2
年
前
納
を
さ
れ
た
場
合
、
次
の
点
が

お
得
に
な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
萩
原)　

☎
32
‐
６
７
０
３

国
民
年
金
保
険
料
の　
　
　
　
　

2
年
前
納
が
始
ま
り
ま
す

▼
申
込
場
所

・
町
住
民
環
境
課

・
敦
賀
年
金
事
務
所

　

(

敦
賀
市
東
洋
町
5ｰ

54)

▼
対
象
者

・
国
民
年
金
保
険
料
の
定
額
の
方

※
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除(

一
部
免
除

を
含
む)

と
な
っ
て
い
る
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
一
度
申
し
込
み
を
さ
れ
た
場
合
は
、
資

格
が
失
効
さ
れ
な
い
限
り
、
2
年
後
に
も

自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

▼
申
し
込
み
期
限

　

毎
年
２
月
末
ま
で

▼
注
意
点

　

現
在
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
お

り
、
保
険
料
も
基
金
か
ら
引
き
落
と
し

し
て
い
る
方
は
、
1
月
末
ま
で
に
、
国

民
年
金
基
金
で
納
付
委
託
の
取
消
し
手
続

き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、

新
た
に
保
険
料
の
み
2
年
前
納
の
口
座
振

替
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替
日

　

4
月
末
日(

2
年
に
一
度)

①
毎
月
納
付
す
る
場
合
に
比
べ
、
２
年
間

分
の
払
い
込
み
料
が
、
１
４
，
０
０
０
円

程
度
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

②
２
年
前
納
分
の
全
額
が
、
そ
の
年
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。↑申し込みは2月末までにお願いします

　

※
割
引
額
は
、
平
成
25
年
度
保
険　

料
に

よ
る
推
計
で
す
。

ご
存
知
で
す
か
？
児
童
扶
養
手
当

･

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当　

　

父
母
の
離
婚
等
で
、
父
ま
た
は
母
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ

れ
る
家
庭(

ひ
と
り
親
家
庭
等)

の
生
活
の

安
定
と
、
自
立
促
進
の
た
め
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

※
こ
こ
で
い
う
児
童
と
は
、
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
方
、
ま
た
は
、
20
歳
未
満
で
政
令

の
定
め
る
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
で

す
。

▼
手
当
額(

月
額)

　

請
求
者
の
所
得
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

請
求
者
や
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
の
所
得

が
一
定
額
以
上
あ
る
時
は
、
支
給
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

　

特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
障

が
い
の
あ
る
児
童
を
監
護
す
る
父
、
ま
た

は
、
母
も
し
く
は
、
父
母
に
か
わ
っ
て
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

※
児
童
が
障
が
い
を
理
由
に
、
年
金
を
受

け
る
こ
と
の
で
き
る
場
合
や
、
児
童
福
祉

施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
手
当
額(

月
額)

　

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
請
求
者
や
配

偶
者
及
び
扶
養
親
族
の
所
得
が
一
定
額
以

上
あ
る
時
は
、
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

●
児
童
が
1
人
の
場
合

　

全
部
支
給 

４
１
，１
４
０
円

  
一
部
支
給 

４
１
，１
３
０
円　
　
　

　
　

 
～
９
，７
１
０
円

●
障
が
い
児
1
人
に
つ
き

　

1
級　

５
０
，０
５
０
円

　

2
級　

３
３
，３
３
０
円

●
児
童
が
2
人
以
上
の
場
合

　

2
人
目
は
５
，
０
０
０
円
、　

3
人

目
以
降
は
1
人
に
つ
き　

３
，０
０
０

円
を
加
算

　

請
求
の
手
続
き
や
、
支
給
要
件
等
の
詳

し
い
こ
と
は
、
町
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課(

担
当
・
青
池
美
里)　

☎
32
‐
６
７
０
４
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　　　内に居住する20歳以上60歳未満のすべての人は、国民
　　　年金に加入し、国民年金の保険料を納めることになりま
す。

① 老後を支えます!
② 病気やけがで障害の状態になった時に支えます!
③ 加入者が亡くなった時に、子のある配偶者や
　 子を支えます!

　公的年金制度は、現役世代が納める保険料で高齢者の年金を
負担するという｢世代間の支え合い｣が基本です。

年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス 20歳になったら国民年金

▽  国民年金(基礎年金)の3つのメリット

▽ 世代間の支え合い

▽ ｢学生納付特例制度｣と｢若年者納付猶予制度｣とは

国

～新成人の皆さん おめでとうございます～

● 学生納付特例制度
　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以
下の場合、国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学(大学院)、
短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校
(修業年限１年以上の課程)、一部の海外大学の日本分校に在
学する方です。
● 若年者納付猶予制度
　学生でない30歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一
定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が猶予される制度
です。

　どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金を受け
取るために必要な期間に算入されますが、年金額には反映
されません。しかし、収入を得られるようになり保険料
の納付が可能となった時に｢追納制度｣をご利用いただけれ
ば、将来受け取る年金を増額することができます。

福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
冬
の
陣
を

開
催
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
商
工
観
光
課(

担
当
・
志
賀)　

☎
32
‐
６
７
０
５

● 

日 

時　

1
月
19
日(

日)

　
　
　
　

 

午
前
9
時
～
午
後
3
時

　

レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
向
区
の
水

中
綱
引
き
に
合
わ
せ
て
、
ほ
っ
と
一
息
つ

け
る
イ
ベ
ン
ト「
レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
冬
の

陣
」を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
遊
覧
船

と
飲
食
物
の
料
金
が
割
り
引
き
に
な
り
ま

す
。
水
中
綱
引
き
の
行
き
帰
り
に
レ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
で
ひ
と
休
み
し
ま
せ
ん
か
。

● 

会 

場　

美
浜
町
レ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

● 

内 

容　

餅
つ
き･

餅
の
振
る
舞
い･

　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
無
料
配
布 

等

消
火
栓･

防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、
火
災
が
発
生

し
た
時
に
使
用
す
る
大
切
な
施
設
で
す
。

　

消
防
署
で
も
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
大
雪
時
に
は
除
雪
が
遅
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

お
近
く
の
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
除
雪

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
浜
消
防
署　

   　

☎
32
‐
１
１
９
０

※
お
問
い
合
わ
せ
先

・
町
企
画
政
策
課(

担
当
・
大
道)  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
１

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

.m
ih

a
m

a
.

fu
ku

i.jp

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、「
ふ
る
さ
と
を

応
援
し
た
い
」･「
自
分
と
の
関
わ
り
が
深

い
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と
思
う
皆
様

が
、
出
身
地
等
の
自
治
体
に
寄
附
を
す
る

と
住
民
税
等
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

町
に
は
、
当
制
度
が
創
設
さ
れ
た
平
成

20
年
5
月
か
ら
こ
れ
ま
で(

平
成
25
年
11

月
30
日
現
在)

に
全
国
各
地
か
ら
１
７
８

件(

総
額
７
５
４
万
３
千
６
７
０
円)

の

寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
申
し
出
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
大
切
な
お
金

は
、
町
の
発
展
の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
方
法
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の｢

ふ
る
さ
と

納
税｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

福
祉
職
員
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

1
月
3
日
は
不
燃･

資
源
ご
み･

古
紙
等
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん

　

広
報
み
は
ま
12
月
号
17
頁
で
、
1
月
3

日
は
、
不
燃･

資
源
ご
み･

古
紙
等
が
収

取
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
収

集
し
ま
せ
ん
。
誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
深

く
お
詫
び
し
、
訂
正
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当
・
田
村)　

☎
32
‐
６
７
０
３

※お問い合わせ先  町住民環境課(担当･萩原) ☎32‐6703 
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イ
～福滋県境交流促進協議会からのお知らせ～

　福滋県境交流促進協議会は、嶺南6市町と滋賀県湖北･湖南の3市
(米原市･長浜市･高島市)で構成される協議会です。
　協議会では、県境を越えて交流を深め、各市町間で連携･協力する
ことで、相互の魅力あるまちづくりを進めています。

開催日 イベント名 開催場所 お問い合わせ先

1月18日(土)～
3月10日(月) 長浜盆梅展 滋賀県長浜市港町

(慶雲館) 長浜市観光振興課 ☎0749-62-4111

1月19日(日) 敦賀西町の綱引き 敦賀市旧西町通り 敦賀市文化振興課 ☎22-8152

1月19日(日)～
12月28日(日) 黒田官兵衛博覧会

滋賀県長浜市ながはまの
官兵衛大河ドラマ館（戦
国大河きのもと館）、
長浜城歴史博物館

長浜・戦国大河ふるさと博

実行委員会
☎0749-63-0054

1月25日(土)
たかしまマキノウィ
ンターフェスティバ
ル2014

滋賀県高島市マキノ高原
マキノスキー場

四季遊園マキノ

交流促進協議会
☎0740-28-8002

ベント情報

↑敦賀西町の綱引き

講演会
｢豊かな自然、三方五湖を

　 次世代へつなぐまちづくり｣

町制施行60周年関連事業

～これからの60年に向けて～

1月13日

美浜町生涯学習センターなびあす
コミュニティールーム

日 時 ( 月 ･ 祝 )

無料

会 場

入場料

※お問い合わせ先　町住民環境課　☎ 32‐6703

午後 2 時～
安田 喜憲 氏

東北大学大学院環境科学研究科教授･
国際日本文化研究センター名誉教授

　専攻は、環境考古学。
 富士山の世界遺産登録に際し、多く
の関係組織の委員として登録に大きく
貢献された。古代文明の盛衰と環境変
動との関わりを世界的スケールから研
究し、自然科学と人文科学の学際的研
究に取り組まれている。

～ 講師プロフィール ～

講 師

※浜さんカード対象講座
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まちの話題をお知らせします。

↓堂々と質問をした中学生議員

　12 月 7 日に、人権のつどい 2013 がなびあすで行
われ、新垣勉さん(テノール歌手)が｢みんなちがって、
みんないい ｣ と題して講演されました。
　全盲の新垣さんは、自分の経験等から、｢ 人と比べ
る必要はない。その人にしかない輝いているものが大
切。｣ 等と話され、講演後のミニコンサートでは、す
ばらしい歌声を披露していました。

人 権のつどい2013

↓ミニコンサートで美声を披露する新垣 勉さん

トークショー＆ミニコンサート

美 浜町子供議会
中学生議員6人が町政に提案

　12 月 4 日に、美浜中学校 1 年生が議員となり提案 ･
質問を行う子供議会が町役場議会議場で開催されました。
　この議会は、三方五湖青年会議所が次代を担う中学生
に、行政に関心を持ってもらい、子どもの目線で提案を
町政に届ける機会として企画したものです。
　中学生議員は、美浜～敦賀間のバス運行や街路灯の設
置等について質問し、山口町長が答弁にあたりました。

　11 月 21 日に、第 21 回美浜町民ソフトバレーボール大会が
総合体育館で開催されました。
　大会には、町内各地区から、男子 11 チーム、女子 5 チーム、
約 100 人が出場しました。大会結果は、次のとおりです。

第 21回美浜町民ソフトバレーボール大会
息のあったチームプレーを繰り広げる

↓白熱した 40 歳以上男子の決勝戦

30 歳以上女子の部　優勝　新庄デビルバッツ　　準優勝　佐田　　第 3 位　佐柿国吉嬢、郷市女子

40 歳以上男子の部　優勝　佐田　　　　　　　　準優勝　宮代　　第 3 位　河原市 B、郷市男子

( 関連記事 23 頁町人さん )

↓答弁する山口町長
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↓ ｢ ほのぼのコメディ劇場 ｣ に出演した髙橋富男さん
　( 中央 ) と澤井孝宏さん ( 右 )

　12 月 8 日に、第 35 回美浜町子ども会卓球大会が
総合体育館で開催されました。
　大会には、町内各地区から、43 チーム約 250 人が
出場しました。
　子どもたちは、白熱したラリーの中、チャンスをみ
つけて鋭いスマッシュを打ち込む等、日頃の練習の成
果を発揮していました。大会結果は次のとおりです。

第 35回美浜町子ども会卓球大会
美浜っ子がハツラツプレー

　11 月 23 日に、宝くじふるさとワクワク劇場 in み
はまがなびあすで開催されました。
　第 1 部は、桂米助さんたちが、本場のお笑いを披露。
その後のトークショーや吉本新喜劇メンバーによる
｢ ほのぼのコメディ劇場 ｣ には、6 人の町民が登場し、
会場を沸かせました。
　美浜のネタを交えた、軽快なお笑い ･ トークに、訪
れた観客は大笑いしていました。

宝 くじふるさとワクワク劇場inみはま

生涯学習センターなびあす開館1周年記念

↑第 2 部のトークショーに出演した馬野弥裕さん ( 左から 2 人目 ) と
　中村俊彦さん ( 左から 3 人目 )

男子の部 女子の部 混合の部

優　勝 久々子男子Aチ
ーム

佐田･坂尻プレゼ
ント8

荒井混合卓球キ
ッズ

準優勝 久々子両チーム 東四区女子B 早瀬･笹田サクラ
サク

3　位 東四区男子B、
佐田･坂尻H＆S

啓成ピンポン5
、東四区女子A

新庄Victory、
松原ミラクルパ
インズ

↓鋭いスマッシュが炸裂！ ↓手に汗握るラリー戦

↓ ｢ ほのぼのコメディ劇場 ｣ に出演した政岡弘子さん ( 左 ) と森久みどりさん ( 左
　から 2 人目 )



す
健
康･
福
祉･

子
育
て
に
関
す
る

情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

放
送
局

こ
や
か
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町
で
は
現
在
、
減
塩
と
減
量
を
柱
と
し

た
健
康
づ
く
り｢

げ
ん
げ
ん
運
動｣

を
推

進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
寒
い
冬
の
時

期
は
、
ど
う
し
て
も
運
動
不
足
に
な
り
、

体
重
が
増
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
若
狭
医
療
福
祉
専
門

学
校
の
竹
村
繭
美
氏(

理
学
療
法
士)

か
ら

教
わ
っ
た｢

家
庭
で
で
き
る
減
量
の
コ
ツ｣

を
紹
介
し
ま
す
。

運
動
不
足
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

▼
肥
満
を
防
ぐ
に
は
・
・
・

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

②
有
酸
素
運
動

③
基
礎
代
謝
を
高
め
る

▼
基
礎
代
謝
っ
て
な
に
？

　

体
を
横
に
し
て
い
る
時
に
も
、
呼
吸
や

心
臓
の
働
き
、
体
温
を
保
つ
等
の
生
命
活

動
の
た
め
に
、
常
に
使
っ
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
基
礎
代
謝
で
す
。

　

こ
の
基
礎
代
謝
を
改
善
す
る
こ
と
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
や
す
く
な
り
、
肥

満
予
防
に
な
り
ま
す
。

▼
基
礎
代
謝
を
チ
ェ
ッ
ク
！

□ 

1　

体
温
が
３
５
．
９
℃
以
下
で
あ
る

□ 

2　

月
経
不
順
で
あ
る

□ 
3　

手
足
が
冷
え
る(

冷
え
症
で
あ
る)

□ 
4　

疲
れ
や
す
く
、
朝
ま
で
疲
労
が
残
る

□ 

5　

あ
ま
り
汗
を
か
か
な
い

□ 

6　

少
し
食
べ
た
だ
け
で
す
ぐ
太
る

□ 

7　

肩
こ
り
腰
痛
が
あ
る

□ 

8　

普
段
体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な
い

□ 

9　

顔
色
が
悪
い

□ 

10　

血
圧
が
低
い

以
下
の
項
目
で
該
当
す
る
も
の
に

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い

※
7
つ
以
上
当
て
は
ま
る
人
は
基
礎
代

　

謝
が
低
い
と
い
え
ま
す
。

▼
筋
肉
を
増
や
そ
う
！

　

基
礎
代
謝
を
高
め
る
に
は
、
筋
力
を
増

や
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
庭
で
簡
単
に
で
き
る
次
の
運
動
で
、

筋
力
を
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

【腹筋群のエクササイズ 1】
①背筋を伸ばしてあごを軽
く引き両手を広げ、胸いっ
ぱいに大きく息を吸う。

②お腹に手をあて、お腹が
へこんでいくことを確認し
ながらゆっくりと息を吐く。
※この時、背中が丸くならないよ
うに注意してください。

【腹筋群のエクササイズ 2】
①膝を立てて仰向きに
横になる。

②両手を肋骨の下あた
りに当て、下腹部に力
をいれる。

③次に頭を徐々に挙げ、
下腹部から上腹部にむ
けて順に力を入れるよ
う意識する。

【背筋群のエクササイズ】

①四つん這いになる。

② 片 方 の 足 を 伸 ば
し、それと反対側の
手を伸ばす。

【大
だい

臀
でん

筋
きん

のエクササイズ】

①膝をたてて仰向きに
横になる。

②かかとで床を押すよ
うにして臀部をあげる。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
健
康
づ
く
り
課(

担
当
・
岸
本)　

☎
32
‐
３
１
１
１

食
事
や
有
酸
素
運
動
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
に
加
え

て
、
基
礎
代
謝
を
高
め
る
こ

と
が
、と
て
も
有
効
的
で
す
！

※この時背中が丸くなら
ないように注意してくだ
さい。

※この時に息を止めない
ように注意してください。
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※お問い合わせ先
　東部診療所(村寄医師)　☎37‐2911

　　　の始まりには、健康を意識して自分の目標を立てる方が多いと思いま

　　　す。初詣に行き、健康を維持したいと考える方もいるでしょう。しか

しそれは神頼みです。実践ではどのような目標を立てると良いのでしょう。

年

　1年間継続できる目標を立てることが大切です。

健康に良さそうな物事の中から目標を立てると、

｢30分の散歩を続ける。｣や、｢今年こそ食べ過ぎ

ない生活をする。｣等が聞きなれた目標です。しか

し、｢今実践していることを来年もやり通す。｣とい

う目標はどうでしょう。

　昨年を振り返り、1年間うまく継続できたことを

あげてみてください。その中には、自分の生きがい

と呼べるものがあるはずです。例えば、｢週に1回庭

木の剪定をした。｣や｢毎日お風呂に入り続けた。｣

等は、目標とは呼ばれず、生きがいと呼ばれること

が多いですね。

自分の生きがいを継続する

2014年の体の目標

　　　家族化が進む今日、おじいちゃんやおばあ
　　　ちゃんの世代と交流する機会が減っている
家族も多いのではないでしょうか。
　子育て支援センターでは“お父さん･お母さん
世代”や“おじいちゃん・おばあちゃん世代”そ
して“子どもたち”とのさまざまな世代をつな
ぐ、｢世代間交流｣を進めています。

核

つなごう！ひろげよう！
　　　　　　　世代間交流の輪

↑地域の方との世代間交流

※お問い合わせ先　
   子育て支援センター　☎32‐0192

　行事やにこにこタイム(遊びの時間)等で、地域
の方々と一緒に遊んだり、話す中で、参加者か
らは、｢地域の方から元気なパワーをいただきま
した。｣といった声が聞かれ、また地域の方から
も、｢かわいらしいなぁ。笑顔に癒されるわぁ。｣
等の声が聞かれます。
　世代間交流は、さまざまな年代との関わりの中
から、人と人との心の交流を経験し、子どもの自
立や成長に良い効果をもたらすとも言われていま
す。
　子育て支援センターでは、今後も世代間交流の
場を設け、交流の輪が地域に根付き、町全体に広
がることを期待します。

　生きがいや自分の役割とは、不思議な効果をも

たらします。自分の生きがいのある方は、精神面

の健康度合いが極めて良くなります。特に高齢者

になると、脳の活性化につながる等とも言われて

おり、健康な体を作るために、自分の生きがい

(役割)を持つことを健康政策にあげていたりもし

ます。

　自分の生きがいを再認識し、1年間継続する。

これがすごく体にとって良い目標だと思います。
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ｌ

ふるさと昔
よもやま話
(21)

俳　

句 　

　

前
回(

平
成
25
年
12
月
号)

で
は
、
カ

ナ
ダ
太
平
洋
鉄
道(

以
下
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ)

に

関
わ
る
日
本
人
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
一
九
一
〇(

明

治
四
三)

年
の
ロ
ジ
ャ
ー
ス
峠
の
雪
崩
事

故
で
落
命
し
た
今
村
武
房
と
、
そ
の
家
族

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
雪
崩
で
落
命
し
た
三
二
人
の
日
本

人
の
な
か
で
、
今
村
は
最
年
少
の
一
九
歳

で
し
た
。
し
か
し
彼
が
例
外
で
は
な
く
、

東
京
移
民
合
資
会
社
の
契
約
移
民
と
し
て

渡
加
し
た
美
浜
町
の
人
び
と
の
平
均
年
齢

は
二
二
・
三
歳
で
、
武
房
と
同
齢
の
若
者

も
五
人
い
ま
し
た
。

　

一
八
九
〇(

明
治
二
三)

年
一
二
月
八

日
、
武
房
は
助
次
郎･

わ
さ
夫
婦
の
二
男

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
今
村

家
の
財
政
は
厳
し
く
、
住
居
と
そ
の
周
辺

の
農
地
を
残
し
て
、
多
く
の
田
畑
、
薮

地
や
草
地
を
手
放
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
様
子
は
、
今
村
家
に
残
る
文

書
と
美
浜
町
役
場
が
管
理
す
る
地
籍
資

料
か
ら
看
取
で
き
ま
す
。
前
者
に
よ
れ

ば
、
一
八
七
九(

明
治
一
二)

年
に
今
村

家
は
大
薮
に
一
八
反
以
上
の
土
地
を
所
有

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
後
者
か
ら
は

一
八
八
九(

明
治
二
二)

年
頃
に
住
居
の

あ
る
小
字
栗
ノ
木
山
の
土
地
を
残
し
、
当

家
は
全
て
の
土
地
を
手
放
し
た
こ
と
が
読

み
取
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
な
窮
状
の
な
か
、

一
六
歳
の
武
房
は
、
今
村
家
の
再
興
の
た

め
一
九
〇
七(

明
治
四
〇)

年
に
東
京
移

民
合
資
会
社
の
契
約
移
民
へ
応
募
し
た
の

で
し
ょ
う
。

　

家
族
の
期
待
を
背
負
っ
た
武
房
は
、
九

月
四
日
に
日
本
郵
船
の
信
濃
丸
で
横
浜
を

発
ち
、
一
八
日
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
着
き
ま

し
た
。
彼
は
以
前
に
紹
介
し
た
山
口
県
出
身

の
濱
野
組
の
一
員
と
し
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の
保
線

作
業
に
従
事
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
年
契

約
の
満
期
を
迎
え
る
最
後
の
春
、
雪
解
け
期

の
大
雪
崩
が
彼
の
命
を
奪
っ
た
の
で
す
。

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日

本
語
新
聞『
大
陸
日
報
』に
よ
れ
ば
、
事
故

か
ら
一
〇
日
後
の
一
四
日
午
後
に
武
房
の

遺
体
は
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
が
従
事

し
た
Ｃ
Ｐ
Ｒ
で
遺
体
は
一
六
日
午
後
に

バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
到
着
し
、
そ
の
二
日

後
の
一
八
日
午
前
九
時
に
マ
ウ
ン
テ
ン
・

ビ
ュ
ー
墓
地
で
葬
儀
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
宮
城
県
出
身
者
二
人
、
岡
山
県

三
人
と
滋
賀
・
広
島
県
各
一
人
と
か
ら
な

る
合
同
葬
儀
で
し
た
。
こ
れ
を
執
行
し
た

の
は
、
福
井
県
今
立
郡
服
間
村
出
身
で
あ

る
バ
ン
ク
ー
バ
ー
仏
教
会
の
初
代
住
職
・

佐
々
木
千
重
で
し
た
。

　

外
務
省
外
交
史
料
館
の
資
料
に
よ
れ

ば
、
日に

っ

加か

用よ
う

達た
し

会
社
か
ら
武
房
の
父
・
助

次
郎
と
長
兄
・
市
太
郎
に
一
五
〇
ド
ル
、

日
本
円
に
し
て
約
三
〇
〇
円(

現
在
の
米

価
基
準
に
よ
れ
ば
約
一
五
〇
万
円)

の
弔

慰
金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
村
家

に
残
る
香
典
帖
を
み
る
と
、
在
加カ

ナ

ダ

奈
陀
福

井
県
人
会
か
ら
五
円
四
銭(

約
二
万
五
千

円)

の
見
舞
金
が
送
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
美
浜
を
中
心
に
九
〇
余
人
か
ら

見
舞
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
村
家
の

窮
状
を
救
お
う
と
カ
ナ
ダ
へ
渡
っ
た
武
房

の
墓
は
、
故
郷
の
大
藪
に
建
立
さ
れ
、
当
家

の
発
展
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
わ
か
さ
美
浜
町
誌
執
筆
者

　

立
命
館
大
学
教
授　

河
原　

典
史
）

↑ 1910( 明治 43) 年 3 月 18 日の合同葬儀
　右端が今村家関係者 ( 佐藤正哉氏所蔵 )

　

睦
月(

一
月)

裃
の
肩
の
一
徹
謡
初
め

　
　
　
　

  　

田
邉　

美
枝
子
（
大　

藪
）

元
日
の
暮
れ
て
星
降
る
峡
の
空

　
　
　
　

  　

藤
本　

藤
絵
（
新　

庄
）

さ
ざ
な
み
の
光
の
ど
か
な
五
湖
の
春

　
　
　
　

  　

武
田　

絖
（
久
々
子
）

研
ぐ
米
の
芯
の
光
り
て
な
ず
な
粥　

　
　
　
　

  　

野
原　

方
子
（
久
々
子
）

ゆ
っ
く
り
と
日
々
重
ね
た
し
初
暦

　
　
　
　

  　

浅
妻　

み
ど
り
（
大　

藪
）

雪崩に散った若い命
～カナダ太平洋鉄道と
　　美浜の人びと ( 八 ) ～
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11/1～11/30 受付分
（敬称略）

慶弔慶弔

◎ご結婚
氏　名（ 旧 姓 ） 住　所

　森　田　正　義　＆　( 中塚 )　麻弥子 佐　野

◎ご誕生

◎おくやみ
まちびとまちびと

　12月4日に開催された美浜町
子供議会で議長を務めた

藤井　佑太 さん

＊これからどのような町になってほしいですか？

　美浜町をより良くしたい思いで、議長に立候補しました。
　議長はとても難しく、緊張しましたが、美浜町がどのように議
会を行っているか分かり、勉強になりました。

雄
ゆ う し ん

心 　（2歳9ヶ月)ちゃん

　お外で遊ぶの大好き♪ジィジがお休

みの時は、一緒に山へ行ったり、お仕

事を手伝ったりするよ！

　もうすぐお兄ちゃんになるんだぁ…

お腹の赤ちゃん、おもちゃでいっぱい

遊ぼうね☆

 榎本　俊樹 さん･美樹 さん
　　　　　　　    (菅浜)の長男

氏　名 住 所 年齢 届出人

武　田　千枝子 宮 代 90歳 武 田 健 男

山 口 　 充 大 藪 72歳 山 口 明 子

森 川 キ ヨ 坂 尻 94歳 森 川 政 和

池 　 春 雄 佐 田 85歳 金 本 義 己

清　水　シズエ 坂 尻 87歳 清 水 公 平

武 田 康 彦 久々子 76歳 武 田 精 志

下 野 　 豊 佐 田 86歳 下 野 好 弘

松 井 　 夫 興道寺 75歳 松 井 宣 文

栢 野 利 朗 早 瀬 81歳 栢 野 裕 志

野 嵜 久 江 佐 野 98歳 野 嵜 尚 矢

東  田  ヨシヱ 笹 田 99歳 東 田 仁 幸

北 村 文 夫 早 瀬 90歳 北 村 　 晋

森 下 ウ メ 日 向 89歳 森 下 藤 夫

杉 原 　 章 木 野 62歳 杉  原  美樹子

大　同　みどり 木 野 89歳 大  同  　由紀

氏　名 性別 父・母 住　所

井　上　侑　久 男      貴史・頼子 佐　田

伊　藤　愛　真 女 弘昭・満美 和　田

森　下　駿　介 男 伊久磨・みなみ 日　向

上　野　陽　士 男 和之 ･ 美穂 佐　田

田　邉　壮　志 男 晃志 ・ 綾 坂　尻

●応募方法
　クロスの真ん中（2重枠内）に漢字1文字入れると4つの2文字
言葉が完成します。
　2つのクロスを解き、使った2つの漢字で美浜町の土地･地区･
場所の名称をつくってください。
　はがきに、答えと住所、氏名（お便りも大歓迎！）を書い
て、「広報みはまハ－トフルクイズ」係（〒919‐1192美浜町
郷市25-25）まで送ってください。
　メールで応募される方は、次のアドレスに送信してください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp

【QRコード】

迷 崎
殿

神
宮

神
宮

迷 宮

宮 崎

宮
殿

（例）

こたえ  ◯◯

気 彦
車

嵐

換 星
融

黄
　締切りは、1月14日(火)(消印有効)です。正解者の中か
ら抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●12月号の答え　久々子
●応募者総数は15人で全員正解でした。当選の発表は、
記念品の発送をもってかえさせていただきます。

茂

　不安なく、みんなが楽しく暮らせる町になってほしいです。
　僕も勉強を頑張って、美浜町の力になりたいです。

ゆ き ひ さ

  え　　　ま

 あ　き　と

そ　う　し

＊今の美浜町について思うことは？
　海がきれいで、食べ物がおいしいです。今日の子供議会で質問
したように、暗い通学路にもう少し街灯が設置されると、さらに
良い町になると思います。

  しゅんすけ

＊議長を務めての感想は？

(美浜中学校1年･菅浜)

隆

丸
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平成 26 年 1月■くらしのカレンダー■

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
も「
広
報
み
は
ま
」を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
今
月
号
の
4
･
5
頁
で
は
、午
年
生
ま
れ
の

16
人
の
方
々
に
今
年
の
抱
負
等
を
語
っ
て
頂
き

ま
し
た
。ご
登
場
頂
き
ま
し
た
皆
様
、ま
た
、児

童
を
取
材
す
る
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
学
校
の
先
生
方
に
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
抱
負
を
お
聞
き
し
、毎
年
た
だ
何

と
な
く
新
年
を
迎
え
て
い
た
私
に
と
っ
て
、良

い
刺
激
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
も
何
か
今
年
は
抱
負
を
考
え
て
み
よ
う

と
思
い
、昨
年
1
年
を
振
り
返
る
と
、「
広
報
み

は
ま
」の
担
当
と
し
て
、初
め
て
の
取
材
に
試

行
錯
誤
し
て
い
る
中
で
、多
く
の
町
民
の
皆
様

に
ご
協
力
を
頂
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
取
材
を
通
し
て
初
め
て
お
話
を
さ
せ
て
頂

い
た
方
か
ら
い
た
だ
く
温
か
い
言
葉
に
、い
つ

も
励
ま
さ
れ
、人
と
の
繋
が
り
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、取
材
を
通
し
て
お
会
い
す
る
町
民

の
皆
様
と
共
有
す
る
時
を
大
切
に
し
、一
つ
ひ

と
つ
の
取
材
を
大
切
に
丁
寧
に
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。（
樹
）

　▽
表
紙
の
写
真

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
の
皆
さ

ん
が
、今
年
の
干
支「
午
」の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て

元
気
に
新
年
の
挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

(北･南地区)

(河原市･南市･栄区)

(東地区) 31（金）

人口の動き

平成25年12月1日現在

人口総数
  10,288人
男 4,987人
女 5,301人

前月比
（－   18）
（ー     8）
（ー   10）

●イベント　●健康診断・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、12月 16日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。　●毎週金曜日は　 　　　　　　です。　
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

企
画
政
策
課世帯数

3,737世帯 (ー     5)

15（水）

16（木）

14（火）

13（月）

12（日）

11（土）
10（金）

9（木）

8（水）

7（火）

6（月）

5（日）
4（土）
3（金）

27（月）

26（日）

25（土）

24（金）
23（木）

21（火）

22（水）

20（月）

19（日）

18（土）

17（金）1（水）

2（木） 15:00～おはなしたまてばこ(町立図書館)

水中綱引き(日向区)

  9:00～レークセンター冬の陣

　　　　　　　　　　　(美浜町レークセンター)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:00～弁護士法律相談(はあとぴあ)

13:00～土地建物登記法律相談(はあとぴあ)

13:30～こころの相談室(はあとぴあ)

13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)

13:00～1歳6か月児健診(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(総合体育館)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　  (～12:00エコクル美方)

  9:00～美浜町子ども会かるた大会(はあとぴあ)

13:30～｢ぐりとぐら｣を作ってみよう！

　　　　　　　　　　　　　　　　(町立図書館)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

元日
板の魚(日向区)

10:00～美浜消防団出初式(耳川左岸)

官公庁仕事始め
カイロ講(新庄区)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～こころの相談室(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放日(あおなみ保育園)

弓打ち講(新庄区)
10:00～よちよちおはなし0･1･2(町立図書館)
13:30～1歳児健診(はあとぴあ)

  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　  (～12:00エコクル美方)
13:30～美浜町成人式(なびあす)

成人の日
14:00～町制施行60周年関連事業
安田喜憲氏講演会(なびあす)
 ｢豊かな自然、三方五湖を次世代へつなぐまちづく
　り～これからの60年に向けて～｣※17頁参照

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放日(せせらぎ保育園)
13:30～母親学級(はあとぴあ)

10:30～絵本を楽しむ会(町立図書館)
13:30～育児講座｢ベビーマッサージ講習会｣
　　　　　　　　　　　　(子育て支援センター)

28（火）

29（水）
30（木）

 古紙

カー･セーブデー古紙

古紙

古紙

1 月の納税 [納期限 1/31( 金）] ※納付は口座振替が便利です。

国民健康保険税 (7期 )･町県民税 (4期 )

№516

Jan.2014

1


